
タバコ情報とコメント(拡散自由)
2026年2月6日
Inhal Toxicol

受動喫煙は肥満をもたらす：コチニンベース調査、機序に関する知見

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

松崎コメント：

子どもたちがタバコ煙（ニコチン含有タバコ製品）にさらされると、明らかに

太りやすくなるという研究を報告します。血清コチニン値ベースのデータです

。受動喫煙が下位4分の１の場合と比較して上位4分の1は、肥満あるい

は過体重リスクが3.8倍となっていました（BMIが25～29.9が過体重、

30以上が肥満）。
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受動喫煙は肥満をもたらす：コチニンベース調査、機序に関する知見

Liu Y, Xiao H, Zong H, He L. Impact of secondhand smoke and e-cigarette aerosol 
on overweight or obesity in adolescents: a network pharmacology and toxicology 
study. Inhal Toxicol. 2025 Aug-Sep;37(7-8):330-342. doi: 
10.1080/08958378.2025.2567447. Epub 2025 Oct 14. PMID: 41085534.

目的

子どもの肥満増加は世界的な問題であり、環境タバコへの曝露が潜在的なリ
スク要因となっています。しかし、受動喫煙と電子タバコのエアロゾルが思春期
の肥満に結びつくメカニズムはまだ明らかになっていません。

方法

2017年から2020年のNHANESサイクルにおいて、3歳から19歳までの968
名の参加者のデータを分析しました。受動喫煙状態は自己申告の家庭曝露
と客観的に測定された血清コチニン濃度を用いて評価されました。曝露カテゴ
リーと過体重・肥満状態との関連を評価するために多変量ロジスティック回帰
を用いました。コチニン関連の分子標的はネットワーク薬理学および毒性学解
析を通じて同定され、タンパク質間相互作用ネットワーク、濃縮解析、分子ド
ッキングを用いて関連経路を探りました。



結果

受動喫煙なし群と比較して、受動喫煙および電子タバコエアロゾルの両方に曝
露された参加者は、過体重または肥満のオッズが有意に高かくなっていました(
調整オッズ比[aOR] = 3.9;95%信頼区間:1.4-11.0;p = 0.009)。血
清コチニンレベルは肥満リスクとも用量依存的に正の相関を示し、最高四分位
数(Q4)の者はQ1と比較してaOR = 3.8(95%信頼区間:2.1-6.8;p < 
0.001)を示しました。ネットワーク解析では、CHRNA2およびCHRNB2がコリ
ン作動シグナル伝達および代謝調節に関与する主要な標的であることがわかり
ました。コチニンは分子ドッキングにおいてこれらの標的に対して強い結合親和
性を示し、ニコチンバイオマーカー以上の生物学的活性を支持しています。（注
：マウスでChrna2を不活化すると、寒冷誘発性の熱産生応答が皮下脂肪選択的に障害さ
れ、高脂肪食によって誘導された肥満やそれに関連する代謝性疾患が増悪する子が示されて
います。つまり、CHRNA2には、肥満防止作用があるということです。喫煙によりニコチン（コチ
ニンはニコチン代謝産物です）を摂取すると、肥満防止作用のあるCHRNA2を阻害して肥満
をもたらすということのようです。）

結論

受動的なニコチン曝露は、思春期の過体重や肥満と有意に関連しており、コチ
ニンはエネルギー調節に関連する生物学的経路に関与している可能性があり
ます。これらの発見は、今後の研究や予防戦略に役立つ可能性があります。
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高濃度受動喫煙で、子どもたちの肥満・過体重が3.8倍

最低群 最高群

P<0.001

肥
満
・
過
体
重
リ
ス
ク

Possenti, et al. Exposure to second-hand smoke and breast cancer risk in non-smoking women: 
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3歳から19歳までの968名調査


	Slide 1
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4

